
　

教
区
御
遠
忌
に
向
け
て
、
教
化
部
会

で

は
、「
お

待

ち

受

け

法

話
（
計
��

回
）
」・「
記
念
講
演
（
４
月
��
日
・
６
月

５
日
）
」
を
実
施
し
ま
す
。
御
遠
忌
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
、
宗
祖
と
し
て
の
親
鸞

聖
人
を
た
ず
ね
、
さ
ら
に
法
話
を
聞
く

集
い
が
御
遠
忌
法
要
の
意
義
を
確
か

め
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
と
し
て

い
ま
す
。
是
非
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
ご
え
ん
き
（
５
月

��
日
）
」
を
開
催
し
ま
す
。
遊
び
を
通

し
て
、
教
え
や
仏
の
願
い
に
触
れ
、
��

年
後
の
御
遠
忌
に
つ
な
が
る
よ
う
、
若

手
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
っ
て
内
容

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
化
事
業
に
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
ら
ず
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
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日
　
時　

��
月
��
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～

会
　
場　

金
沢
真
宗
会
館
ホ
ー
ル

講
　
師　

木
越　

樹�

氏

（
第
十
一
組 

光
專
寺
前
住
職
）

講
　
題　

親
鸞
聖
人
の
晩
年
に
聞
く

持
ち
物　

念
珠
・
勤
行
本
・
真
宗
聖
典

参
加
費　

５
０
０
円

主
催
　
金
沢
教
区
坊
守
会

同
朋
学
習
会

－「
正
像
末
和
讃
」
を
み
ん
な
で
読
み
ま
し
ょ
う

－
日
　
時　

��
月
６
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

会
　
場　

金
沢
真
宗
会
館
ホ
ー
ル

内
　
容　

報
恩
講
・
前
会
長
追
弔
会

問
合
せ　

金
沢
別
院☎

２
６
１

－

６
４
３
２

東
別
院
聞
法
会

●
サ
ン
ガ
茶
話
会

日
　
時　

��
月
１
日
（
木
）
午
後
３
時
～

【
毎
月
第
１
木
曜
日
】

会
　
場　

金
沢
東
別
院　

真
宗
会
館

「
い
ろ
り
の
間
」

●
心
の
相
談
室

日
　
時　

��
月
��
日
（
土
）
午
後
３
時
～

【
毎
月
第
４
土
曜
日
】

会
　
場　

金
澤
表
参
道

金
沢
東
別
院
門
前
「
い
ち
ょ
う
館
」

問
合
せ　

金
沢
教
務
所
ま
で

☎
２
６
５

－

５
１
９
１

日
　
時　

��
月
９
日
（
水
）

午
後
２
時
～

場
　
所　

金
沢
真
宗
会
館
ホ
ー
ル

内
　
容

　

第
１
部　

仏
教
讃
歌

　

『
団
歌
』・『
報
恩
講
』・

『
み
名
に
こ
そ
』
他

　

第
２
部　

お
話

　

講
師　

木
越　

樹�

氏

　

（
第
十
一
組　

光
專
寺
前
住
職
）

　

講
題
「
我
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」

問
合
せ　

金
沢
教
務
所

☎
２
６
５

－

５
１
９
１

主
催
　
金
沢
教
区
合
唱
団
『
蓮
』

金
沢
別
院
報
恩
講
讃
仰

仏
教
讃
歌
と
講
演
の
夕
べ

主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
心

掛
け
て
参
り
ま
す
。

坂
本
　
学
（
御
遠
忌
教
化
部
会
長
）

御
遠
忌
教
化
部
会

「
お
待
ち
受
け
法
話
」
な
ど
、
開
催

立
教
開
宗
の
精
神

寺
尾
　
賢
右
（
第
四
下
組
　
妙
覺
寺
）

　

前
回
の

き
ょ
う

さ
ん

慶
讃
テ
ー
マ
は
「
生
ま
れ
た
意
義
と
生
き
る
喜
び
を
見
つ
け
よ
う
」
で

あ
っ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
そ
の
継
承
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ど
ち
ら
も
、
生
ま

れ
た
こ
と
や
生
き
る
こ
と
に
意
味
や
意
義
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
大
切
な
こ
と

は
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
し
、
不
変
の
価
値
が
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
別
の
見
方

を
す
る
と
、
我
わ
れ
は
��
年
前
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
い
ま
だ
に
建
設
的
な
批
判

の
一
つ
も
提
示
で
き
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。

　

釈
尊
は
当
時
の
イ
ン
ド
社
会
の
常
識
で
あ
っ
た
バ
ラ
モ
ン
教
に
対
し
て
問
い
を

投
げ
か
け
た
が
、
そ
の
死
後
仏
教
は
、
問
い
を
投
げ
か
け
る
側
か
ら
自
ら
が
出
し

た
答
え
に
安
住
し
、
硬
直
化
・
形
骸
化
し
た
組
織
に
堕
し
た
。
そ
の
よ
う
な
旧
来
の

仏
教
に
対
す
る
批
判
か
ら
起
こ
っ
た
の
が
大
乗
仏
教
で
あ
る
。
代
表
的
な
大
乗
経

典
で
あ
る
『

ゆ
い 

ま 

き
ょ
う

維
摩
経
』
で
は
、

し
ゃ 

り 

ほ
つ

舎
利
弗
以
下

し
ゃ 

か 

釈
迦
の
高
名
な
弟
子
た
ち
が
、
在
家
の

維
摩
と
い
う
仏
教
徒
に
議
論
で
こ
と
ご
と
く
や
り
こ
め
ら
れ
る
。
弟
子
た
ち
は
旧

来
の
仏
教
を
表
し
、
維
摩
は
仏
教
の
新
し
い
う
ね
り
の
象
徴
で
あ
る
。
旧
来
の
仏

教
が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
新
た
な
仏
教
が
提
唱
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
は
我
が
国
で

も
さ
い
ち
ょ
う

最
澄
・

く
う
か
い

空
海
の
出
現
や
、

ほ
う
ね
ん

法
然
・

し
ん
ら
ん

親
鸞
な
ど
に
よ
る
鎌
倉
仏
教
の

ぼ
っ
こ
う

勃
興
、
我
が
宗

に
お
い
て
は

き
よ
ざ
わ
ま
ん 

し 

清
沢
満
之
に
よ
る
取
り
組
み
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
仏
教
は
停
滞
と
、

更
新
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
６
２
年
に
始
ま
っ
た

ど
う
ぼ
う
か
い

同
朋
会
運
動
も
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
そ
の
運
動
初
期
に
は
当
時
の
仏
教
に
大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
、
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
��
年
を
経
た
現
在
、
先
人
た
ち

が
築
い
て
き
た
革
新
の
中
に
安
住
し
て
、
ひ
た
す
ら

さ
ん 

び 

讃
美
し
、
乗
り
越
え
よ
う
と

も
し
な
い
の
は
、
我
わ
れ
の

た
い
ま
ん

怠
慢
で
あ
ろ
う
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
」
を
契
機
と
し
て
仏
教
界
全
体
で
、
仏
事
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
総

収
入
が
半
減
し
た
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
危
機
的
状
況
で
あ
る
が
、
同
時
に

我
わ
れ
の
仏
教
を
根
本
的
に
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
今
回
の
法
要
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
「

り
っ
き
ょ
う

か
い
し
ゅ
う

立
教
開
宗
」
を
単
に
過
去
の
事
実
と
し
て
受
け
取
っ
て
は
な
ら

な
い
。「
立
教
開
宗
」
は
今
に
生
き
る
我
わ
れ
の
直
面
す
る
課
題
な
の
だ
。

2

御
遠
忌
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

●
お
待
ち
受
け
【
お
や
ま
法
話
】

（
金
沢
別
院
）

（
午
後
１
時
��
分
～
本
堂
１
階
講
堂
）

法
話
講
師

��
月
７
日　

松
扉　
　

覚�

氏

（
金
沢
市
二
俣
町　

本
泉
寺
）

��
月
８
日　

井
上　

朋
裕�

氏

（
金
沢
市
玉
川
町　

光
德
寺
）

��
月
９
日　

矢
田　
　

充�

氏

（
金
沢
市
大
野
町　

名
攝
寺
）

��
月
��
日　

伊
藤　

暁
信�

氏

（
か
ほ
く
市
秋
浜　

道
安
寺
）

��
月
��
日　

藤
原　
　

恵�

氏

（
能
美
郡
川
北
町　

淨
秀
寺
）

●
金
沢
別
院
会
場
「
お
や
ま
法
話
」

（
本
堂
１
階
講
堂
）

　

��
月
・
１
月
・
２
月
・
４
月

 

計
��
回

●
鶴
来
別
院
会
場
「
別
院
法
話
」

（
別
院
会
館
講
堂
）

　

２
月
・
４
月 

計
��
回

問
合
せ　

金
沢
教
務
所

☎
２
６
５

－

５
１
９
１

お
待
ち
受
け
法
話
の
ご
案
内


